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エネルギー使用量と原単位
前橋工場

稼働

当社は11月決算であり、会計年度は12月〜11月としています。

（例）2021年度：2020年12月〜2021年11月となります。

当社工場は、軽油、灯油、ＬＰＧなど燃料を使用しておらず、温室効果ガス

排出量（ＧＨＧ排出量）は購入電力のみとなります。

本年から、再生可能エネルギーである自社太陽光発電量と非再生可能エネル

ギーである購入電力に分けて表示致しました。

当社使用電力は、2016年8月に群馬県前橋市亀里町に前橋工場（5,848平方

メートル延べ床面積1,932平方メートル）新築により、2017年度より全社の使

用電力量、売上高電力原単位が増加致しました。

しかし、省エネ施策の継続により売上高電力原単位は徐々に減少してきまし

たが、2021年度は各種省エネ施策を実施しましたが、加工設備の増加、新型コ

ロナウィルス感染症拡大防止に伴う売上高の減少、それに伴う固定エネルギー

比率の上昇により、前年度比14.5％、2017年度比1.4％の悪化の5.16kWh／1万

円となりました。

また、当社のＧＨＧ排出量は、404ton-CO2となります（東京電力CO２排出原

単位 2020年度0.441（ton/kwh）を暫定で使用しています）。

今後とも、省エネ改善および再エネ利用拡大を継続していき、環境負荷低減

に徹底して取り組んでいきます。



Scope 3

サプライチェーン全体での気候変動対策の取り組み-1

上流 自社 下流

ｶﾃｺﾞﾘ 1

購入製品

ｻｰﾋﾞｽ

3,210 ton

ｶﾃｺﾞﾘ 2

資本材

203 ton

ｶﾃｺﾞﾘ 3

Scope1,2に

含まれない

ｴﾈﾙｷﾞｰ関連

活動

66 ton Scope 3

Scope 2
他社から供給された電気

の使用に伴う間接排出

Scope 1
事業者自らによる

温室効果ｶﾞｽの直接排出

（自社所有車による調達

及び販売物流）

18 ton

404 ton

ｶﾃｺﾞﾘ 5

事業から出る

廃棄物

0.1 ton

ｶﾃｺﾞﾘ 6

出張

1.2 ton

ｶﾃｺﾞﾘ 7

雇用者の通勤

38 ton

Scope 3

ｶﾃｺﾞﾘ 11

製品の使用

620 ton



当社のＣＯ2排出量のうち、全体の91％をScope3が占めています。そのた

め、Scope2に加えてScope3のＣＯ2排出量も不可欠であるという課題を認識し

ています。

Scope3のＣＯ2排出量の内訳を見ると、カテゴリー1：購入製品・サービス

の排出量が圧倒的に高い割合を占めています。この算定結果を受け、当社は原

材料の更なる有効利用：歩留り改善、お客様とのコミニュケーション拡大、協

業による製品の小型化・軽量化、環境負荷の小さな材料への変更（リサイクル

原料への変更等）に向けた検討を続けています。

サプライチェーン全体での気候変動対策の取り組み-3

Scope1〜3
合計

4,560 ton

Scope1（0％）
18 ton

Scope3（91％）
4,138 ton

Scope2（9％）
404 ton
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①44kW型 太陽光発電パネルを設置

地球温暖化防止に向けた取り組み

当社は、2014年11月に高崎本社に44kW型 太陽光発電パネル343枚を設置し

発電を行っています。

当社は、パリ協定および2050年カーボンニュートラルを目指し、再生可能エ

ネルギーの拡充を実施していきます。
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加工設備

54.9%

空気圧縮機

25.0%

空調

16.6%

照明

3.5%

前橋工場

使用電力内訳

地球温暖化防止に向けた取り組み

②電力の見える化

当社は、地球温暖化防止に向けた取り組みとして「電力の見える化」を実施

しています。「見えないものは改善できない」を基本に対象物の見える化を実

施し、改善を加速させています。

当社の使用電力は、加工設備が約55％、空気圧縮機が約25％、空調が約

16％、照明その他が4％となっています。

加工設備

53.5%

空気圧縮機

27.9%

空調

15.6%

照明

3.0%

高崎本社

使用電力内訳

③空気圧縮機の省エネ改善

単体設備として使用電力の約25％を

占める空気圧縮機の省エネ改善を実施

しています。

エアーコンプレッサーの運転条件を

変更し、待機時の消費電力を大幅に削

減致しました。

今後は、エアー使用量低減および工

場エアー配管末端にエアータンクの増

設を行い、吐出圧低減を実施する予定

です。
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           運転状況（改善前） 37kW-Comp 22kW-Comp 吐出圧力

(MPa)
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37kW-Comp 22kW-Comp 吐出圧力
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廃棄物削減への取組み

当社の産業廃棄物排出量は、売上高の増加とともに増加しており、2021年度

の産業廃棄物排出量は約17tonでした。その中で、機械加工で使用する水溶性

切削油および加工油が排出量全体の96％を占めており、切削油の長寿命化が課

題となっています。

当社は、産業廃棄物削減のため、３Ｒ（Reduce：リデュース、Reuse：リ

ユース、Recycle：リサイクル）の推進を強力に推し進めています。

特に、製品の通箱（ダンボールを含めて）の使用徹底を始めとして、梱包に

使用されるエアーキャップ、発泡ポリエチレンシートなどの包装材・緩衝材の

再利用に注力しています。

リユース発砲ポリエチレンシート袋 発砲緩衝材 紙ｼｭﾚｯﾀﾞｰ緩衝材

前橋工場
稼働



化学物質の適正管理

水使用量の管理

前橋工場
稼働

当社の水使用用途の大部分は、水溶性切削油の希釈水となります。

今後とも、節水を意識しながら生産活動を実施していきます。

当社は、RoHS指令※1、REACH規則※2、POPs条約※3、米国TSCA PBT規則に対

応しています。製品への有害化学物質の管理は、お客様からの「化学物質規制

の最新動向」から情報を入手、お客様の化学物質管理システムを用いて行って

います。

一方、工場で使用する化学物質の中で、PRTR対象物質※5はありません。

※1 RoHS指令：2006年7月にEUで施行された有害物質規制。EU圏内で、電子・電気機器への鉛、水

銀、カドミウム、六価クロム、ポリ臭化ビフェニル、ポリ臭化ジフェニルエーテルの使用が原則禁

止。2015年6月にフタル酸エステルなど4種類の規制物質が追加され制限物質は10物質となってい

る。

※2 REACH規則：2007年6月にEUで施行された化学物質の登録、安全性評価、使用制限、使用認可を

生産者に義務付ける規則。EU内の事業のみならず、対EU輸出業者も対象。

※3 POPs条約（ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ条約）：環境中での残留性、生物蓄積性、人や生物への毒性が高く、長距離

移動性が懸念されるポリ塩化ビフェニル（PCB）,DDT等の残留性有機汚染物質（POPs）の使用の制

限。

※4米国TSCA PBT規則：米国環境保護庁（EPA）で有害物質規制法（TSCA）の5種類の難分解性、生体

蓄積性および毒性を有する化学物質（PBT物質）を禁止および制限したもの。

※5 Pollutant Release and Transfer Register（PRTR）：1999年に公布された「特定化学物質の環

境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」に基づき、人の健康や生態系に有害な

おそれがある対象化学物質の排出・移動登録を国へ報告するものです。
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2021年度 トピックス

当社は、高崎本社および前橋工場にて、工場周辺の清掃活動を全社員参加で

実施しています。

このたび、高崎本社の周辺道路（全長800ｍ）を対象とし、高崎市とアダプ

トまち美化活動事業で協定を締結致しました。

当社は、当社周辺道路を「システムセイコー通り（マイロード）」として、

定期清掃を実施し、きれいな街づくり・地域環境を守る取り組みを継続して

行っていきます。

アダプト事業範囲

「システムセイコー通り

（マイロード）」

高崎市とアダプトまち
美化活動事業で協定を締結



2022年度 トピックス

高崎本社周辺の地域清掃活動（2022.5.10）

前橋工場周辺の地域清掃活動（2022.5.20）

地域清掃活動

当社は、高崎本社および前橋工場にて、工場周辺の清掃活動を全社員参加で

実施しています。

高崎本社の周辺道路（全長800ｍ）を対象とし、高崎市とアダプトまち美化

活動事業で協定を締結しており、当社周辺道路を「システムセイコー通り（マ

イロード）」として、定期清掃を実施しています。きれいな街づくり・地域環

境を守る取り組みを継続して行っていきます。



2021年度 トピックス

上毛新聞より

前橋市子ども食堂を支援

当社は、子ども食堂を運営されている前橋市のボラ

ンティア団体「こまがたつくし」に微力ながら支援さ

せていただきました。

ボランティア団体「こまがたつくし」

：子どもたちの孤食を防ごうと活動する前橋市のボランティア団体。

現在第1、第3金曜日にお弁当の配布をしています。



2021年度 トピックス

ぐんぎんＳＤＧｓ私募債で中学校に寄付

当社は、2021年4月19日、群馬銀行の「ぐんぎんＳＤＧs私募債」を用いて、

前橋市立第七中学校へビックファン２台を寄付致しました。

本件は、2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続

可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能で

よりよい世界を目指す国際目標（17のゴール・169のターゲット）の「４．質

の高い教育をみんなに」に該当するものです。

(株)群馬銀行ＨＰより



2021年度 トピックス

当社は、前橋市に「企業版ふるさと納税」として1,000万円寄付しました。

この「企業版ふるさと納税」は、公立大学法人前橋工科大学運営事業、児童文

化センター運営事業、青少年学習活動支援事業に活用される予定です。

当社は、地域社会に貢献し続ける「良き企業市民」として発展していきま

す。

前橋市に企業版ふるさと納税として
1,000万円寄付しました。

前橋市役所で実施された感謝状贈呈式（2021年12月3日）

（左）弊社 細野 正己 代表取締役、（右）山本 龍 前橋市長

地方創生応援税制(企業版ふるさと納税)／前橋市 (city.maebashi.gunma.jp)

https://www.city.maebashi.gunma.jp/soshiki/seisaku/seisakusuishin/gyomu/2_1/2997.html


2021年度 トピックス

当社は、群馬県地球温暖化防止活動推進センター主催の「環境ＧＳ 省エネ

技術セミナー」にて、「省エネ診断による改善事例〜エアーコンプレッサーの

設定変更による無駄の削減〜」を発表しました。

当社は、今後とも工場の省エネ化を推進するとともに、好事例の紹介を行っ

ていきます。

当社工場の省エネ事例を発表



2022年度 トピックス

当社は、群馬県及び群馬県地球温暖化防止活動推進センターの協力のもと、

通勤の環境負荷低減として、そして、社員の交通事故撲滅のため、「エコドラ

イブ支援装置」による運転状況の分析を実施しています。

第1回目は、社長、常務取締役、工場長を始めとする13名が実施しました。

解析結果から、通勤経路で急加速、急減速する交差点が判明し、エコなドラ

イブ、安全な運転に心がけるようになりました。

当社は、GHGプロトコル「Scope3基準」で求められている「通勤での環境負

荷低減」をめざし、また社員の交通安全を目指し、今後もエコドライブ測定を

実施していく予定です。

「エコドライブ支援装置」で

自分の運転状況を分析

社内募集チラシ エコドライブ支援装置



2022年度 トピックス

当社 第１製造ソフト設計グループ 浅田 駿介（28歳）が、上毛新聞から

取材を受け、１月２８日朝刊「なるほどビジネス」にて紹介されました。

入社６年目の若手で、プログラム作成で活躍している社員を紹介しておりま

す。

当社若手社員 上毛新聞から取材



2022年度 トピックス

当社は、高崎本社、前橋工場の両拠点にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設

置しました。

心室細動（心臓の筋肉がけいれんをしたような状態となる致死性不整脈の一

つ）になった場合には、1分1秒が重要で時間との勝負です。

今後、社員全員がＡＥＤ操作および胸骨圧迫や人工呼吸を行うことができる

いように訓練を定期的に実施し、１人でも多くの方を救うことができるように

致します。

社内はもちろんですが、万が一の際には近隣地域でもお役に立てればと思っ

ています。

高崎本社、前橋工場ともに

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置



2022年度 トピックス

当社は、群馬県内で27社目となる群馬県中小企業モデル工場に指定されまし

た。この中小企業モデル工場は、経済活動を通じて地域に貢献し、地域の「モ

ノづくり」を支えると共に、積極的な企画提案及び技術開発を行うなど、中小

企業の模範と認められる工場です。

当社経営・社員一同、気が引き締まる思いです。この指定に恥じぬように一

歩一歩成長していきます。

なお、指定期間は、令和4年4月1日から令和6年3月31日までの2年間です。

群馬県中小企業
モデル工場に指定


